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	物流施設利用に関するテナント調査 2026
	サマリー
	課題と対策
	拠点計画：�2026年は回答者の46％が面積、31％が拠点数拡大を計画するが、拡大意欲の伸びは鈍化。�拠点当たりの面積は回答者の47％が同等だったが、拠点の大型化に対する意欲も。
	優先・重視する課題：�物流企業は従業員の就労環境の改善、雇用の確保を重視する姿勢が鮮明。�荷主企業は立地の見直しや再配置、老朽化施設の対策に軸足。いずれも自動化・機械化には強い意欲。
	2024年問題・サプライチェーンの再構築の施策：�物流企業は人材不足を背景に、引き続きドライバーの増員や同業他社との提携を進める意向。�荷主企業は他社との共同配送やトラックへの積載率の向上といった物流効率を重視。
	コストの変動：�物流コストは2024年比で増加。物流企業の51％が10～30％のコスト上昇と回答。荷主企業では62％が10％未満の上昇と答えた。企業向けサービス価格は上昇が続いていることから、今後も物流コストの転嫁は続くだろう。
	物流施設の要件
	拠点計画の手段：�マルチテナント型の賃借は2025年比で増加、回答比率は50％。建替えや土地購入は減少。�処分・売却やセル・アンド・リースバックは増加。建設費の高騰や企業の資本効率重視が影響か。
	拠点の立地：�2025年比で住宅地至近と都市圏内の郊外の回答が増加。賃料が中位の物流集積地は回答は多いが、割合は減少。�賃料が高価でも都心部への配送利便性を重視する企業と割安な賃料の立地を選ぶ企業と二極化が進行。
	施設仕様に関する要件：�雇用確保につながる空調が今年も最も多い。非常用電源や免震構造というサプライチェーンを維持するための要件も依然として強い。トラック待機場・従業員用駐車場の回答が多いのは、現状の不足感を反映か。
	環境性能：�前ページ物流施設の仕様に関する要件で、環境性能が今後「大きくなる、増える」の回答比率は36％（Figure8）。しかし、賃料に環境性能を上乗せする考えは、企業に浸透していない。
	物流統括管理者（CLO*）：�CLOの選任が進む。対象外の企業でも相応の管理者がいる一方、不明の回答も多く、浸透していない面も。コストの適正化や立地の最適化が期待されており、これまで以上に荷主企業が拠点戦略に強く関与するだろう。
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